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●一般会計

町民生活課

水道基本料金緊急支援事業 １

インフルエンザ予防接種勧奨対策事業 ２

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業 ３

教育委員会費・教育委員会事務局費 ４

　（江北町における義務教育のあり方検討事業）

テニスコート管理費（テニスコートフェンス修繕） ５・・・・・・・・・
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▌事業説明 ▌ [町民生活課　環境係]

款 項 目

（単位：千円）

事業趣旨
　新型コロナウイルス感染症の影響の長期化に加え、価格高騰の影響を受けている町民や事業者
の経済活動を支援するため、水道料金のうち基本料金分を支援する。

支援内容
　町内在住者の水道料金のうち10㎥までの基本料金４ヶ月分を支援

対　　　象
　官公署及び学校を除く水道契約者　3,939件（令和４年９月検針時点）

支援期間
　令和４年１１月～令和５年２月使用分（令和５年１月及び３月検針分）

 ※1～2月使用分は3月中に支援

支援金額

 町が企業団へ直接支払

 うため個人負担なし

※超過料金11㎥以上1㎥につき290円（税込）及び1,001㎥以上1㎥につき110円（税込）

　 下水道使用者については、通常通り料金及び使用料が発生

水道基本料金支援に必要な事業費
　佐賀西部広域水道企業団負担金
　　・水道料金システム改修費用及び事務費 1,100千円
　　・水道基本料金支援費用 28,870千円
　需用費
　　・消耗品費 30千円

差引増減 30,000 町債 一般財源

事業名 水道基本料金緊急支援事業 区分 新規

補正前
予算額

-

補正後
予算額

30,000
補
正
額
財
源
内
訳

国 30,000

県 その他

営業用

990円
1,180円

7

11月分使用水量 12月分使用水量 1月分使用水量 2月分使用水量

令和4年11月 12月 令和5年1月 2月 3月 4月

２．総務費 １．総務管理費
１０．新型コロナウイルス
　感染症緊急経済対策事業 事項別

基本料金（1ヶ月につき）
用　　途

11～12月使用分請求 1～2月使用分請求

基本料金
（1ヶ月につき）

0円

水量 料金（税込）
5㎥まで

10㎥

6㎥
7㎥

1,980円

家庭用
1,380円
1,580円
1,780円
1,980円

8㎥
9㎥
10㎥

1月検針 3月検針



▌事業説明 ▌ [健康福祉課　保健係]

款 項 目

（単位：千円）

　　１　事業の目的・概要

　今冬のインフルエンザについては、新型コロナウイルス感染症との同時流行も懸念されており、
日本感染症学会からは積極的なインフルエンザワクチンの接種が推奨されている。
　両疾患において、感染者数や重症化を極力減らすために、それぞれのワクチンを積極的に接種
することが極めて大切であり、インフルエンザを含めた発熱患者の診療が医療機関に集中する
ことで、外来医療のひっ迫につながる可能性を回避する必要がある。
　このことから、インフルエンザワクチン接種者に「商品券」を交付し、新型コロナ２価ワクチン接種
の勧奨チラシを配布することで、同時期の両ワクチン接種の勧奨を行う。

【　対象者　】
　町内に住所を有する方で、令和４年１０月１日から令和５年１月３１日までにインフルエンザワクチン
接種を受けた方

【　商品券交付場所　】
江北町役場　健康福祉課

【　商品券交付期間　】
令和４年１１月１日（火）～令和５年２月２８日（火） 午前８時３０分から午後５時１５分
※土日祝日・年末年始を除く

　　２　主な特定財源の内容

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国）

補正額 6,379 町債 一般財源 0

6,379千円

補正後
予算額

6,379
補
正
額
財
源
内
訳

国 6,379

補正前
予算額

- 県 その他

事業名 インフルエンザ予防接種勧奨対策事業 区分 新規

２．総務費 １．総務管理費
１０．新型コロナウイルス
 感染症緊急経済対策事業 事項別 7



▌事業説明 ▌ [健康福祉課　福祉係]

款 項 目

（単位：千円）

１　事業概要
◆趣旨
電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯
（令和４年度の市町村民税均等割が非課税の世帯及び家計急変世帯）に対し、電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金として、１世帯あたり５万円を給付する。

２　補正額の主な予算内訳
　事業費（給付金） 千円 　事務費（職員手当、通信運搬費他） 千円

３　主な特定財源の内容
　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費補助金（国） 千円

※プッシュとは令和３・４年度実施した非課税世帯等臨時特別給付金の口座情報等を活用し、
　対象者に確認書を送付するもの
※家計急変は国が示す基準にて判定

支給日
令和4年11月24日支給

（予定）

予算 41,750千円（国庫10/10） 500千円（国庫10/10）

申請受付後、随時支給

申請期限：令和5年1月31日まで

給付額 5万円 5万円

周知方法
令和4年11月7日

確認書を送付（予定）
広報誌等で周知

835世帯 10世帯

申請方式 プッシュ 申請

対象世帯
（見込）

３．民生費 １．社会福祉費 １．社会福祉総務費 事項別 7

非課税世帯 家計急変世帯

42,250 2,023

44,272

事業名 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業 区分 新規

補正前
予算額

-

補正後
予算額

44,273
補
正
額
財
源
内
訳

国 44,272

県 その他

差引増減 44,273 町債 一般財源 1



▌事業説明 ▌ [こども教育課　総務企画係]

款 項 目

（単位：千円）

１　事業概要

（取り組み内容）
・ 江北町における義務教育のあり方検討会の開催
・ 学校視察
・ 外部講師招致

２　スケジュール

　江北町における義務教育のあり方検討会　 　月に２回程度開催
　中間報告（義務教育のあり方の方針を決定）　 　令和４年１２月
　最終報告（学校施設の整備方針を決定）　 　令和５年３月

9

義務教育のあり方検討会の設置・運営に係る予算を講じる。

［一般会計］

１０．教育費 １．教育総務費
１．教育委員会費
２．事務局費

事項別

事業名
教育委員会費・教育委員会事務局費
（江北町における義務教育のあり方検討事業）

区分 新規

補正後
予算額

1,047
補
正
額
財
源
内
訳

国

補正前
予算額

1,047

- 県 その他

補正額 1,047 町債 一般財源

　　事項　 時期等

【現状の課題】

・小学校への外国語教育が導入されるなどの教育内容や学習活動への対応

・発達の早期化

・中一ギャップへの対応

（中学校への進学の際、新しい環境での学習や生活に不適応を起こすこと）

・社会性の育成をめぐる社会環境への対応

・支援を要する児童の増加による特別支援教室の増加

・ＩＣＴ教育の推進への対応

・部活動地域移行への対応

① 教育的観点から義務教育のあり方を決定

② 義務教育のあり方を踏まえ、学校施設の整備方針を決定



▌事業説明 ▌ [こども教育課　生涯学習係]

款 項 目

（単位：千円）

１　事業概要

新 旧

２　補正予算額
Ｂ＆Ｇテニスコートフェンス修繕費 千円

　令和４年９月の台風１４号の影響でＢ＆Ｇテニスコートフェンスの支柱が折れ、フェンスが倒れ
ており使用に支障及び危険を伴うため修繕する。

　・　旧フェンスと新フェンスでは幅が違い、取替する際には基礎及び支柱を新しくする必要がある

　・　旧フェンスと新フェンスでは支柱とフェンスの取り付け方が違うため、再利用ができない。

1,375

1,375補正額 1,375 町債 一般財源

事業名 テニスコート管理費（テニスコートフェンス修繕） 区分 継続

補正後
予算額

1,475
補
正
額
財
源
内
訳

国

補正前
予算額

100 県 その他

11

［一般会計］

１０．教育費 ６．保健体育費 ２．体育施設費 事項別

新

H 3.2ｍ×W 2.0
旧

H 3.2ｍ×W 2.15

【施工概要】

L=20m
H=3.2m


